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K②軒瓦で瓦当紋様が判明するのは 1. n類で、軒丸瓦には巴紋(Al----5)註 2、























































































































1 ・ 2 ・ 4 ・ 5 ・ 8 ・ 3 ・ 11 ・ 14 ・ 15 ・ 17 ・ 18 ・ 20~22 梼之御所遺跡出土瓦
3 ・ 6 ・ 7 ・ 10 ・ 12 ・ 1~: ・ 16 ・ 19 中尊寺大池周辺出土瓦 縮尺114
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瓦当部裏面まで連続するが、両部位の境目〈頚部)近くでは曲げた時にシワがよ

































































































1岩越二郎採集資料 2繭l羅之鰐所遺露、 3泉屋遺跡 4・6椀之御所遺跡、






































瓜形に仕上げる O 軒丸瓦 I類と同じ形の中房で、花弁数を 8と仮定
すれば、図のように復原でき、瓦当径も軒丸瓦 I類に近い。
軒丸瓦E類(第 2図 9):輪郭のない中房に、 1 + 4の蓮子を配し、高くふくら

















3図 1・3がある O 第3図 1の同箔品には接合式と一本作りとがあり、第 3留
-82-
8の軒平瓦との組み合わせが想定される[京都事埋文研1982aJo第3図6は11


























なる O 軒平瓦 I類は、この頭部指オサエ技法の製品である O
-83-
第3図平安京とその周辺で出土した軒瓦 縮尺114





































sがある G この系譜下にある中央官街系瓦屋の製品〈第 7毘 1・2、第 8国 1---
4 )は、半折曲技法から折曲技法への変遷を示す12世紀中葉~後半の好資料で
ある G 軒平瓦E類は紋様的に第 6図 5・sに先行するのでトやはり 12世紀前葉



















































































































9、同1983-図版15の25] 6東寺[鈴木・上村・前田1996-169] I 鳥羽離宮東段[京
都市埋丈碕1988一国抜7の20J 8大極殿[子安持物館1976一第16図8] 10平安宮[京
都市埋文研1996a-318] 12尊勝寺[杉山・岡田1961-296型式 13左京八条三坊六割T
[京都市埋丈研1996b-35頁 14鳥羽離宮田中段[京都市埋文研1982b-図版13の 8] 


























































































占めた唐草紋(第 5図13・14)や宝桔華紋〈第 5図16・21)も 4種18点 9%にすぎな
い。これに対して、連己紋(第 5 国16) や雁巴紋(第 5 図 17~20) などの己紋系は





る2種 3点を除いた12種86点が中央官街系瓦屋の製品である O そのうち、 12世
紀前半に主流であった蓮華紋・宝相華紋(第 5図 1--3)は3種23点27%にすぎ


















































紋系軒平瓦のうち、第 7 図12 ・ 17~19 ・ 22は栢社遺跡、八角円堂と同箔の可詑性が
強く、 1155年前後から1160年代に至るまで、同じ誌を使用し続けていたことが


























の製品が少数混じる C 中央官街系軒平瓦(第 8図 2・4~ 7)は麿草紋 3種、剣
頭紋 1種で、すべて折曲技法による O 播塵系軒平瓦に連巴紋がいくつかあるが、
剣巴紋軒平瓦は存在しない。膏草紋軒平瓦には法住寺殿(第8図 1)や鳥羽離宮
南殿(第8国3)と詞箔品がある C これらの軒平瓦は「会昌円誰定地」出土の第
8図 5・6の系譜を引き、第 8図 1は手折曲技法、 2---4は折由技法の製品で





































































































































瓦丸瓦=1 : (0.86~ 1. (6)、軒王子瓦:平瓦=1 : (2.27~4. 53)程度、すな















































































































60:996であるO 破片 1個を 1枚の瓦とみて計算すると軒瓦 I枚当たり平瓦16.6












































































出土平瓦は幅20cm強、長さ ~~Ocm前後なので、平瓦二枚重ね註 1 5で金色堂の屋
摂を稔瓦葺にした場合、
必要な軒平瓦の枚数は、 9.6-;O. 2 x 4 = 192枚
必要な平瓦の枚数は、 117-;-(0.2xO.3) x2=3900枚
震斗瓦を三重に積んだ場合に必要な平瓦枚数は、 7.5 -;O. 3 x 3 x 4 = 300枚




軒丸瓦:丸瓦は、およそ 1: U 
軒瓦:平・丸瓦=(192+ 192) : (4200+2100)で、およそ 1: 16.4 
この数値は、柳之御所遺跡出土瓦から鎌田が試算した数値、軒瓦:平・丸
瓦=1 : 16.6に非常に近似する O
金色堂の田覆堂を総瓦葺にする 軒瓦に対する平・丸瓦の割合は、屋根面積



































軒平瓦:平瓦は、およそ 1: 28 


















検出された 4棟の四面崩掘立柱建物のうち最大の28SB4は、 9関(24.86m) x 






必要な軒平瓦の枚数は、 19.2-7-O. 2 x 2 = 192枚で、奇しくも金色堂と同じ。
必要な軒丸瓦の枚数も、 192枚(ただし棟端=獅子口所用の軒丸瓦は省く)
必要な平瓦は炭斗瓦を12重に積めば、 19.2-7-O. 3 x 12= 768枚
棟頂に丸瓦を雁振瓦として使用した場合、丸瓦の筒部長を0.28m(完形品の平
均値)とすれば、必要な丸瓦の枚数は、 19.2-:O. 28で、約69枚となり
軒平瓦:乎瓦=192 : 768 = 1 4 
軒丸瓦:丸瓦=192 : 69で、およそ 1: 0.36 




































































































(第13関3-6 ) 0 12世紀にさかのぼる獅子口(第14図右)の実物は存在しないの
で、積み上げた裂斗瓦の端部に小型の軒丸瓦(経巻)などを組んで漆喰で毘めた
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新御堂と n呈」御堂 このように考えると、無量光院が f新御堂Jと呼ばれ


































































































































たのならば、これを数量的に処理しでも多少は意味があるC 軒丸瓦丸瓦は 1: 2.30 
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土軒瓦は60点となる O 表にしたがえば、 G-4C土坑2における軒丸瓦:丸瓦は 1: 5.5、














































出土した軒平瓦 2 片、乎瓦 8 片のうち、 20強5糸布聖の平瓦は 1 片、 20~弱糸布型は 2
片、井戸28SE17から出土した平瓦12片のうち20強8糸型は 9片で、井戸28SE16から出
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